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冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
有
岡
会

長
は
、
新
年
度
計
画
に
つ
い
て
、

｢
地
域
活
力
の
強
化｣｢

組
織
機
能
の

強
化｣｢
財
政
力
の
維
持
・
強
化｣｢

会

員
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
各
種
共
済
制

度
の
充
実
と
促
進｣
を
重
点
事
業
と

し
、
積
極
的
に
取
組
む
姿
勢
を
示
し

た
。
更
に
、
組
織
改
革
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て｢

組
織
再
編
等
検
討
委
員

会｣

を
設
置
し
、
財
政
再
建
の
方
途

や
商
工
会
の
組
織
機
能
充
実
に
向
け

て
、
支
所
再
編
を
含
め
た
支
援
体
制

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

道
商
工
連
一
般
会
計
の
新
年
度
予

算
の
総
額
は
、
九
億
五
千
百
万
円

(

対
前
年
度
比
七
・
五
％
減)

と
な
っ

て
い
る
が
、
商
工
会
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
踏
ま
え
、
連
合
会
組
織
の
見

直
し
を
進
め
て
い
く
な
ど
、
予
算
の

執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
最
大
限
事
業

費
の
節
減
に
努
め
て
行
く
こ
と
を
説

明
し
た
。

道
商
工
共
済
協
同
組
合
臨
時
総
代

会
で
は
、
新
年
度
計
画
に
つ
い
て
、

生
命
傷
害
共
済
事
業
の
適
切
な
管
理

運
営
を
行
い
、
金
融
事
業
の
推
進
で

は
、
組
合
員
の
利
便
性
と
企
業
経
営

の
安
定
に
寄
与
す
べ
く
、
緊
急
融
資
、

積
立
金
範
囲
内
融
資
及
び
商
工
会
融

資
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
新
た
な

融
資
制
度
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

道
商
工
連
は
、
三
月
七
日
、

｢

商
工
会
法
施
行
四
十
五
周
年

記
念
表
彰
式
・
記
念
講
演
会｣

を

臨
時
総
会
に
併
せ
て
行
っ
た
。

記
念
表
彰
式
は
、
優
良
役
員

功
労
者
に
対
す
る
道
経
済
産
業

局
長
表
彰
の
授
与
と
、
道
産
業

貢
献
賞(

道
知
事
表
彰)

の
披

露
、
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
及
び

全
国
商
工
会
福
祉
共
済
事
業
優

良
商
工
会
に
対
す
る
道
商
工
連

会
長
の
特
別
表
彰
、
退
任
し
た

永
年
勤
続
道
商
工
連
役
員
・
道

商
工
青
連
会
長
・
道
商
工
女
性

連
会
長
・
道
職
員
協
議
会
長
に

対
す
る
同
会
長
感
謝
状
贈
呈
が

行
わ
れ
た
。(

被
表
彰
者
氏
名

は
七
面
に
掲
載)

引
続
き
開
催
さ
れ
た
記
念
講
演
会

で
は
、
岡
野
工
業
株
式
会
社
の
岡
野

雅
行
代
表
取
締
役
が｢

不
可
能
を
可
能

に
す
る
経
営
哲
学｣

と
題
し
講
演
、
自

ら
を｢

代
表
社
員｣

と
名
乗
り
、
卓
越

し
た
技
術
力
と
発
想
で

世
界
一
細
い｢

痛
く
な
い

注
射
針｣

を
開
発
。
こ
れ

ま
で
の
常
識
を
覆
し
て

実
現
し
た
製
品
開
発
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
た
。

記
念
表
彰
式
に
は
、

来
賓
と
し
て
内
山
俊
一

北
海
道
経
済
産
業
局
長
、

和
泉
豊
樹
北
海
道
経
済

部
商
工
振
興
課
主
幹
を
招
き
、
有
岡

会
長
が｢

商
工
会
法
施
行
四
十
五
周

年
と
、
五
年
ご
と
の
表
彰
に
つ
い
て

の
道
経
済
産
業
局
及
び
北
海
道
の
配

慮
に
対
す
る
お
礼
の
挨
拶｣

を
行
っ
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
・
感
謝
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
あ
と
、
内
山
道
経
済
産
業
局

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
中
濱
八
郎
函
館

市
銭
亀
沢
商
工
会
長
が
受
賞
者
を
代

表
し
て
謝
辞
を
述
べ
、
記
念
表
彰
式

を
終
了
し
た
。
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貯める・安心・借りられる
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道
経
済
産
業
局
人
事(

四
月
一
日)

▽
産
業
部
中
小
企
業
課
長
補
佐(

地

域
経
済
部
産
業
技
術
課
長
補
佐)

東

海
林
勉
▽
同
サ
ー
ビ
ス
産
業
室
課
長

補
佐(

同
中
小
企
業
課
長
補
佐)

佐
々

木
真
利
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
人
事(

四
月
一
日)

▽
経
済
部
長

(

上
川
支
庁
長)

高
橋
教
一
▽
商
工

金
融
課
長(

金
融
課
長)

山
口
俊
明

▽
商
業
経
済
交
流
課
長(

商
工
振
興

課
長)

永
田
吉
則
▽
商
工
金
融
課
主

幹(

空
知
支
庁
地
域
政
策
課
長)

中

井
英
雄
▽
同
主
査(

総
務
部
税
務
課

主
査)

牧
島
匡

…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
商
工
連
人
事(

四
月
一
日)

▽
事

務
局
長(

事
務
局
次
長
兼
総
務
部
長)

徳
倉
学
▽
事
業
局
長
兼
シ
ニ
ア
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
長(

事
務
局
長)

北
山
�
▽
事
務
局
次
長(

新
規)

木

村
登
喜
雄
▽
総
務
部
長
兼
総
務
企
画

課
長
兼
財
務
課
長(

総
務
企
画
課
長

兼
財
務
課
長)

笠
井
和
夫
▽
業
務
部

長
兼
業
務
課
長(

業
務
課
長)

市
川

正
親
▽
指
導
部
参
事
兼
指
導
情
報
課

長(

指
導
情
報
課
長
兼
広
域
連
携
合

併
支
援
課
長)

赤
松
勲
▽
渡
島
支
所

参
事(

振
興
部
参
事)

藤
高
茂
義
▽

空
知
支
所
主
幹(

業
務
部
主
幹)

北

野
徹
▽
経
営
改
善
普
及
指
導
員(

振

興
部
主
幹)

津
呂
真
一
▽
指
導
部
主

幹(

業
務
部
主
幹)

横
島
義
人
▽
振

興
部
主
幹(

網
走
支
所
主
幹)

野
原

宏
▽
同(

渡
島
支
所
主
幹)

藤
堂
典

久
▽
釧
路
支
所
主
幹(

同
主
査)

石

田
靖
恵

【
退
職
】(

三
月
十
七
日)

▽
シ
ニ

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
セ
ン
タ
ー
長
福
光

健
治

(

三
月
三
十
一
日)

▽
事
務
局
次
長

白
土
迪
朗

…
…
…
…
…
…
…
…
…

商
工
会
人
事(

四
月
一
日)

▽
石
狩

北
事
務
局
長(

新
任)

小
林
和
悠
▽

北
斗
市
事
務
局
次
長(

新
任)

岡
田

勝
利
▽
上
ノ
国
町
事
務
局
長(

新
任)

桝
田
敏
明
▽
奥
尻
同(

新
任)

禿
恵

照
▽
ニ
セ
コ
町
同(

新
任)

梅
本
彰

▽
真
狩
村
同(

ニ
セ
コ
町
同)

硲
學

▽
月
形
同(

新
任)

小
松
洋
▽
幌
加

内
町
同(

新
任)

�
田
修
▽
旭
川
北

同(

同
経
営
指
導
員)

吉
村
広
▽
鷹

栖
町
同(

新
任)

佐
藤
延
之
▽
比
布

同

(

新
任)

大
石
靖
▽
和
寒
町
同

(

新
任)

袰
田
道
明
▽
訓
子
府
町
同

(

新
任)

山
岸
昌
章
▽
壮
瞥
町
同

(

新
任)

佐
々
木
賢
一
▽
平
取
町
同

(

新
任)

菅
谷
英
司
▽
上
士
幌
町
同

(

新
任)

中
島
淳
一
▽
芽
室
町
同

(

新
任)

佐
藤
達
男
▽
豊
頃
町
同

(

新
任)

鈴
木
茂
▽
浦
幌
町
同

(

新

任)

広
瀬
昭
教
▽
別
海
町
同(

新
任)

茶
谷
幸
雄
▽
新
篠
津
村
経
営
指
導
員

(

道
商
工
連
総
務
部
主
幹)

成
澤
弘

明
▽
七
飯
町
同(

蘭
越
町
補
助
員)

伊
瀬
泰
行
▽
奈
井
江
町
同(

新
篠
津

村
同)

福
田
秀
文
▽
旭
川
南
同(

旭

川
北
補
助
員)

渡
辺
悟
▽
上
川
町
同

(
門
別
町
同)

古
川
泰
志
▽
南
富
良

野
町
同(
東
藻
琴
村
同)

鶴
谷
大
輔

▽
東
藻
琴
村
同(

羅
臼
町
補
助
員)

川
村
淳
▽
上
湧
別
町
同(

江
差
記
帳

専
任
職
員)

若
山
聡
志
▽
門
別
町
同

(

上
川
町
同)

大
越
雅
昭
▽
北
村
補

助
員(

道
商
工
連
空
知
支
所
主
任)

及
川
真
由
美
▽
山
部
同(

愛
別
同)

多
羽
田
陽
哉
▽
愛
別
同(

上
富
良
野

町
記
帳
専
任
職
員)

濱
村
好
弘
▽
上

富
良
野
町
記
帳
専
任
職
員(

南
富
良

野
町
同)

小
田
恵
美
子

(

五
月
一
日)

▽
乙
部
町
事
務
局
長

(

同
補
助
員)

敦
賀
正
春

【
退
職
】(

三
月
十
六
日)

▽
七
飯

町
経
営
指
導
員
高
谷
陽
一

(

三
月
三
十
一
日)

▽
厚
田
村
事
務

局
長
塚
田
洋
哉
▽
大
野
町
同
小
島
興

代
▽
上
ノ
国
町
同
片
石
幸
雄
▽
奥
尻

同
山
本
正
信
▽
神
恵
内
村
同
安
田
良

一
▽
月
形
同
佐
藤
忠
義
▽
幌
加
内
町

同
相
馬
勉
▽
旭
川
北
同
添
田
安
▽
鷹

栖
町
同
水
上
辰
夫
▽
比
布
同
大
西
昭

義
▽
和
寒
町
同
佐
藤
守
方
▽
訓
子
府

町
同
河
端
実
▽
平
取
町
同
中
島
公
昭

▽
静
内
町
同
井
原
毅
▽
上
士
幌
町
同

横
関
公
晴
▽
芽
室
町
同
馬
場
邦
夫
▽

豊
頃
町
同
土
屋
繁
行
▽
浦
幌
町
同
田

中
邦
夫
▽
別
海
町
同
土
居
憲
一
▽
奈

井
江
町
同
田
中
隆
雄
▽
旭
川
南
同
竹

山
正
一
▽
南
富
良
野
町
同
佐
藤
暁
彦

▽
上
湧
別
町
同
米
原
和
年

(

四
月
三
十
日)

▽
乙
部
町
事
務
局

長
江
口
文
治

2

�������
�������

�������
�������

胆振管内鵡川町商工会の新田

富夫会長 (64歳) ＝道商工連理

事＝が今年春の褒章で､ 晴れの

黄綬褒章を受章する｡

同会長は､ 衣料品・贈答品な

どを取り扱う小売業を経営し､

常に消費者志向に立った利便性

を高めるため､ 地域に根ざした

コミュニケーション豊かな販売

活動を積極的に実践し､ 地域住民より高い支持を得て

おり､ 商店街の老舗店舗として地域社会に貢献してき

た｡

また企業経営の傍ら､ 平成６年に鵡川町商工会長に

就任｡ 以来､ 現在まで12年にわたり､ 温厚な人柄と卓

越した指導力をもって商工会員の融和と連携強化を図

り､ 地域小規模事業者の経営近代化と商工会組織の拡

充強化に尽力された｡

さらに､ 同15年から胆振管内商工連副会長､ 道商工

連理事を務め､ 全道的視野に立って地域商工業の振興

と全道商工業者の経営安定に貢献し､ これらの功績が

認められ今回の褒章受章となった｡

なお､ 氏はこれまで道知事表彰 (道産業貢献賞)､

全国連会長表彰など多くの表彰を受けている｡

������������������

鵡川町商工会
新田富夫会長
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平
成
十
八
年
四
月
、
昭
和
三
十
五

年
の
商
工
会
法
施
行
後
、
道
内
で
初

の
十
三
商
工
会
の
合
併
に
よ
る
五
つ

の
新
商
工
会
が
誕
生
し
た
。

新
商
工
会
は
、
石
狩
北
商
工
会

(

厚
田
村
・
浜
益
村)

、
函
館
東
商
工

会(

恵
山
町
・
戸
井
町
・
椴
法
華
・

南
茅
部)

、
北
斗
市
商
工
会

(
上
磯

町
・
大
野
町)

、
え
ん
が
る
商
工
会

(

丸
瀬
布
町
・
生
田
原
町
・
白
滝
村)

、

新
ひ
だ
か
町
商
工
会(

静
内
町
・
三

石
町)

の
五
商
工
会
で
、
四
月
一
日

付
で
知
事
の
合
併
認
可
が
下
り
て
発

足
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
道
内
の
商
工
会
数

は
百
七
十
八
か
ら
百
七
十
と
な
っ
た

が
、
さ
ら
に
平
成
十
九
年
四
月
一
日

合
併
に
向
け
て
協
議
し
て
い
る
商
工

会
が
六
地
区
十
三
商
工
会
、
平
成
二

十
年
四
月
一
日
合
併
に
向
け
て
協
議

し
て
い
る
商
工
会
が
三
地
区
八
商
工

会
あ
り
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
に

は
百
五
十
八
商
工
会
に
再
編
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

一
方
、
広
域
連
携
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
二
地
域

(

羊
蹄
山
麓
商
工
会
広
域
連
携
協
議

会
、
釧
路
西
部
商
工
会
広
域
連
携
協

議
会)

十
商
工
会
で
実
施
し
て
い
る

が
、
平
成
十
八
年
度
に
は
、
九
地
区

二
十
六
商
工
会
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
地
域
は
、

当
別
・
新
篠
津
商
工
会
広
域
連
携
協

議
会

(

当
別
町
・
新
篠
津
村)

、
南

後
志
商
工
会
広
域
連
携
協
議
会(

黒

松
内
町
・
寿
都
・
島
牧)

、
奈
井
江

町
・
浦
臼
町
商
工
会
広
域
連
携
協
議

会

(

奈
井
江
町
・
浦
臼
町)

、
北
空

知
商
工
会
広
域
連
携
協
議
会(

北
竜

町
・
秩
父
別
町
・
幌
加
内
町
・
沼
田

町
・
妹
背
牛)

、
南
富
・
占
冠
・
山

部
商
工
会
広
域
連
携
協
議
会(

南
富

良
野
町
・
占
冠
村
・
山
部)

、
朝
日

・
剣
渕
・
和
寒
町
商
工
会
広
域
連
携

協
議
会(

和
寒
町
・
朝
日
・
剣
渕)

、

天
塩
川
中
部
商
工
会
広
域
連
携
協
議

会(

美
深
町
・
音
威
子
府
村
・
中
川

町)

、
留
萌
中
部
商
工
会
広
域
連
携

協
議
会(

羽
幌
町
・
苫
前
町
・
初
山

別
村)

、
大
空
地
区
商
工
会
広
域
連

携
協
議
会(

女
満
別
町
・
東
藻
琴
村)

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
熊
石
町
・
八
雲
町
、

新
十
津
川
町
・
雨
竜
町
、
猿
払
村
・

浜
頓
別
町
・
中
頓
別
町
で
広
域
連
携

・
合
併
に
つ
い
て
研
究
会
や
協
議
会

等
で
検
討
し
て
い
る
。
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四
月
一
日
、
渡
島
管
内
に
合
併
に

よ
る
新
商
工
会
が
二
か
所
誕
生
し
た
。

一
か
所
は
、
上
磯
町
商
工
会(

宮

崎
高
志
会
長)

と
大
野
町
商
工
会

(

花
巻
徹
会
長)

の
二
商
工
会
合
併

に
よ
る｢

北
斗
市
商
工
会｣

。
両
商

工
会
が
、
平
成
十
六
年
か
ら
二
年
か

け
て
合
併
協
議
を
行
っ
て
き
た
も
の

で
、
旧
上
磯
町
商
工
会
が
本
所
、
旧

大
野
町
商
工
会
が
支
所
と
な
る
。

会
員
数
は
八
百
四
十
八
名
で
、
道

内
の
商
工
会
で
は
、
函
館
市
亀
田
商

工
会
に
次
い
で
二
番
目
の
規
模
の
商

工
会
が
誕
生
し
た
。

も
う
一
か
所
は
、
平
成
十
五
年
か

ら
合
併
協
議
を
行
っ
て
い
た
戸
井
町

商
工
会

(

尾
関
忠
義
会
長)

、
恵
山

町
商
工
会

(

藤
原
靖
孝
会
長)

、
椴

法
華
商
工
会

(

杉
林
千
一
会
長)

、

南
茅
部
商
工
会(

関
根
弘
会
長)

の

四
商
工
会
が
合
併
し
、｢

函
館
東
商

工
会｣

と
な
っ
た
。

本
所
は
旧
恵
山
町

商
工
会
で
、
旧
戸

井
町
、
旧
椴
法
華
、

旧
南
茅
部
の
各
商

工
会
が
支
所
と
な

り
、
会
員
総
数
は
三
百
九
十
五
名
。

合
併
に
よ
り
小
規
模
事
業
者
の
高

度
化
・
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
専
門
的
か
つ
高
度
な
経
営
指
導

体
制
の
確
立
、
広
域
的
視
点
に
立
っ

た
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
振
興
の
積
極

的
な
推
進
な
ど
、
組
織
の
強
化
が
図

ら
れ
、｢

魅
力
あ
る
商
工
会｣

、｢

地

域
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
商
工
会｣

と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。

次
の
世
代
へ
引
き
継
ぎ
た
い
有
形

・
無
形
の
財
産
の
中
か
ら
、
北
海
道

民
全
体
の
宝
物
と
し
て
選
ば
れ
た

｢

北
海
道
遺
産｣

は
、
現
在
、
五
十

二
件
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

｢

北
海
道
の
遺
産｣

の
ひ
と
つ
に
、

三
百
六
十
年
余
の
伝
統
を
誇
り
、
毎

年
八
月
に
行
わ
れ
る
江
差
町
の｢

姥

神
大
神
宮
渡
御
祭｣

が
あ
る
。

江
差
商
工
会
青
年
部(

畑
澤
匡
青

年
部
長)

は
、
こ
の
祭
の
山
車
の
模

型
を
完
成
さ
せ
た
。
実
際
の
山
車
の

約
三
分
の
一
程
度
の
大
き
さ
で
、
通

常
人
形
が
設
置
さ
れ
る
位
置
に
は
二

人
の
人
が
乗
っ
て
記
念
撮
影
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
模
型
の
土
台
は
、
同
青
年
部

が
昭
和
六
十
三
年
に
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ

用
に
製
作
し
て
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
の

毎
年
春
か
ら
秋
頃
ま
で
の
間
、
同
大

神
宮
前
の
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
外

か
ら
囲
む
よ
う
に
設
置
し
て
い
た

｢

山
車
電
話｣

を
基
に
改
造
し
た
も
の
。

近
年
の
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ
り
、

こ
の
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
が
四
年
ほ

ど
前
に
撤
去
さ
れ
、
老
朽
化
も
進
ん

だ
こ
と
か
ら
、
使
い
道
が
な
く
同
商

工
会
の
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た
。

同
青
年
部
で
は
、
大
神
宮
に
面
す

る
い
に
し
え
街
道
の
歴
史
を
生
か
す

ま
ち
づ
く
り
事
業
が
昨
春
完
了
し
た

こ
と
や
、
こ
の
街
道
を
会
場
に
し
た

青
年
部
自
か
ら
も
参
加
す
る
恒
例
イ

ベ
ン
ト
が
今
月
予
定
さ
れ
て
い
る
等

か
ら
、
こ
の｢

山
車
電
話｣

の
再
活

用
を
図
っ
た
。

こ
の
山
車
模
型
に
は｢

姥
神
山｣

の
名
称
が
入
っ
た
額
も
飾
ら
れ
、
雨

に
強
い
ア
ク
リ
ル
製
の
太
鼓
や
提
灯
、

旗
な
ど
で
装
飾
し
、
地
元
の
ヒ
バ
材

を
ベ
ー
ス
に
鉄
骨
で
補
強
も
さ
れ
て

い
る
。

今
月
三
日
に
は
設
置
及
び
除
幕
式

が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
秋
に
撤
去
さ

れ
る
ま
で
の
間
、
町
の
観
光
活
性
化

の
一
翼
を
担
う
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

畑
澤
部
長
は｢

山
車
は
、
八
月
の

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
の
時
に
し
か
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
模
型
な

ら
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
多

く
の
観
光
客
に
記
念
撮
影
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
、
江
差
の
宝
で
あ
る
渡
御

祭
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い｣

と
熱
く
語
っ
た
。

◆

さ
る
三
月
二
十
二
日
、
南
後
志
三

町
村(

黒
松
内
町
・
寿
都
町
・
島
牧

村)

の
各
商
工
会
に
よ
る｢

南
後
志

商
工
会
広
域
連
携
協
議
会｣

の
調
印

式
と
設
立
総
会
が
黒
松
内
町
商
工
会

館
で
行
わ
れ
た
。

同
協
議
会
は
、
南
後
志
地
区
の
広

域
的
な
指
導
実
施
体
制
と
商
工
会
事

業
の
効
率
化
を
図
り
、
当
該
地
域
の

総
合
的
経
済
発
展
と
地
域
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

後
志
管
内
に
お
い
て
は
、
一
年
前

に
設
立
さ
れ
た
羊
蹄
山
麓
商
工
会
広

域
連
携
協
議
会(

六
商
工
会
参
加)

に
続
く
、
管
内
で
二
か
所
目
の
広
域

連
携
協
議
会
と
な
る
。

南
後
志
地
区
に
お
け
る
広
域
連
携

へ
の
取
組
み
は
、
平
成
十
四
年
七
月
、

羊
蹄
山
麓
広
域
連
携
協
議
会
と
同
時

期
か
ら
協
議
を
進
め
て
い
た
が
、
同
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十
六
年
二
月
に
黒

松
内
町
と
隣
の
管

内
で
あ
る
渡
島
管

内
長
万
部
町
と
の

合
併
話
が
持
ち
上

が
っ
た
こ
と
か
ら
、

三
商
工
会
の
協
議
も
一
時
中
断
し
た
。

同
年
十
二
月
に
協
議
が
再
開
さ
れ
、

検
討
の
結
果
、
広
域
連
携
の
実
施
で

合
意
し
、
今
回
の
調
印
式
及
び
設
立

総
会
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

広
域
連
携
に
あ
た
っ
て
は
、
現
状

の
各
商
工
会
事
務
局
の
勤
務
体
制
を

従
来
ど
お
り
維
持
し
た
上
で
、
広
域

的
な
経
営
支
援
や
事
務
の
合
理
化
等

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

調
印
式
で
は
、
三
町
村
長
の
立
会

い
の
下
、
三
商
工
会
長
が
協
定
書
に

調
印
し
、
そ
の
後
の
設
立
総
会
に
お

い
て
、
広
域
連
携
協
議
会
会
則
が
承

認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
黒
松
内
町
商

工
会
の
茂
尾
実
会
長
が
協
議
会
長
に

選
出
さ
れ
た
。

今
後
、｢

南
後
志
商
工
会
広
域
連

携
協
議
会｣

は
、
黒
松
内
町
商
工
会

を
幹
事
商
工
会
と
し
て
、
各
商
工
会

が
綿
密
な
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動

を
進
め
て
い
く
。

◆

幌
加
内
町
、
北
竜
町
、
秩
父
別
町
、

沼
田
町
、
妹
背
牛
の
北
空
知
五
商
工

会
は
三
月
二
十
四
日
、
北
竜
町
サ
ン

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
北
竜
温
泉
で
、

｢

北
空
知
商
工
会
広
域
連
携
協
議
会｣

設
立
の
協
定
書
に
調
印
し
た
。
調
印

式
に
は
五
商
工
会
の
正
副
会
長
は
じ

め
三
十
四
人
が
出
席
し
、
五
町
長
が

立
会
人
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
同
協
議
会
設

立
総
会
で
は
、
会
長
に
小
松
忠
彦
・

北
竜
町
商
工
会
長
を
選
任
し
た
。

同
協
議
会
に
は
、
総
務
と
事
業
の

二
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
広
域
指
導

体
制
の
確
立
や
広
域
連
携
経
営
改
善

普
及
事
業
、
地
域
振
興
事
業
を
所
管

す
る
。

平
成
十
八
年
度
の
広
域
事
業
と
し

て
は
、
道
の
補
助
事
業
で
あ
る｢

広

域
指
導
体
制
検
討
事
業｣

の
ほ
か
、

商
工
会
女
性
部
や
青
年
部
が
各
町
の

特
産
品
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理

の
販
路
開
拓
を
進
め
る｢

地
域
振
興

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業｣

を
実
施
す
る
。

ま
た
、
経
営
指
導
員
が
中
心
と
な
っ

て
定
例
的
に
開
催
す
る｢

経
営
支
援

会
議｣

で
は
、
企
業
診
断
や
経
営
革

新
に
取
り
組
む
企
業
の
指
導
支
援
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

こ
の
協
議
会
は
平
成
十
六
年
度
か

ら
二
年
間
に
わ
た
っ
て
広
域
連
携
に

関
す
る
協
議
を
続
け
て
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
五
商
工
会
の
正
副
会
長
の

相
互
理
解
が
充
実
し
て
い
る
。

今
後
は
広
域
連
携
を
進
め
な
が
ら

次
の
展
開
に
も
柔
軟
に
取
り
組
み
、

よ
り
一
層
の
指
導
体
制
の
充
実
強
化

が
期
待
さ
れ
る
。

東
川
町
商
工
会(

安
原
芳
博
会
長)

は
、
平
成
十
七
年
度
に
経
済
産
業
省

の
補
助
事
業
で
あ
る
商
店
街
等
活
性

化
事
業
を
活
用
し
て｢

東
川
タ
ウ
ン

・
ク
ー
ポ
ン｣

を
発
行
し
た
。

本
事
業
は
、
昨
年
四
月
に
道
の
駅

｢

道
草
館｣

が
市
街
地
に
オ
ー
プ
ン

し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
来
街
者
に

町
内
の
店
舗
を
利
用
し
て
も
ら
い
、

商
店
街
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
町
の
支
援
も
得
て
実
施
さ

れ
た
。

ク
ー
ポ
ン
は
、
七
月
、
九
月
、
十

二
月
、
三
月
の
計
四
回
発
行
さ
れ
、

小
売
店
を
は
じ
め
飲
食
店
、
温
泉
ホ

テ
ル
、
ク
ラ
フ
ト
店
な
ど
約
二
十
店

が
参
加
し
て
、
各
店
が
商
品
の
割
引

券
や
特
典
を
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に

複
数
の
店
舗
を
利
用
し
、
ス
タ
ン
プ

を
集
め
る
と
抽
選
で
賞
品
が
当
た
る

と
い
っ
た
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
の
魅
力

も
付
加
し
た
。

ク
ー
ポ
ン
に
は
、
カ
ラ
ー
で
各
店

の
地
図
と
写
真
が
入
り
、
東
川
ど
ん

と
こ
い
祭
り
や
東
川
町
収
穫
感
謝
祭
、

東
川
氷
ま
つ
り
と
い
っ
た
町
内
の
イ

ベ
ン
ト
情
報
も
盛
り
込
み
、
相
乗
効

果
を
狙
っ
た
。

毎
回
約
十
万
部
を
作
成
し
、
旭
川

市
と
周
辺
八
町
に
新
聞
折
り
込
み
で

配
付
し
、
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
期
間
は
、

一
〜
二
週
間
に
限
定
し
て
い
る
。

商
工
会
で
は
、
本
事
業
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
事
業
運
営
委
員
会
を
設

置
し
て
、
商
・
工
・
農
の
関
係
者
を

委
員
と
し
た
ほ
か
、
町
特
別
対
策
室

の
全
面
支
援
を
得
て
事
業
の
企
画
・

運
営
を
行
っ
た
。

ク
ー
ポ
ン
発
行
に
よ
っ
て
来
店
客

の
増
加
が
図
ら
れ
た
た
め
参
加
店
か

ら
は
大
変
好
評
で
、
ま
た
、
ク
ー
ポ

ン
利
用
者
の
六
〜
七
割
は
町
外
客
が

占
め
た
こ
と
で
新
規
顧
客
の
開
拓
に

も
つ
な
が
っ
た
。

さ
ら
に
、
豆
腐
屋
と
ケ
ー
キ
屋
が

共
同
で
豆
乳
プ
リ
ン
を
商
品
化
す
る

な
ど
商
店
同
士
の
連
携
も
新
た
に
生

ま
れ
る
効
果
も
あ
っ
て
地
元
商
店
街

の
活
性
化
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。
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陰
能
商
工
会
長(

六
十
五
歳)
は
、

平
成
四
年
九
月
商
工
会
長
に
就
任
し
、

現
在
五
期
十
四
年
目
。
平
成
十
五
年

五
月
か
ら
後
志
管
内
商
工
連
会
長
、

道
商
工
連
理
事
を
務
め
る
ほ
か
、
村

議
会
副
議
長
な
ど
の
要
職
に
あ
る
。

◇

後
志
管
内
の
真
狩
村
は
、
倶
知
安

町
ま
で
約
二
十
五
キ
ロ
、
更
に
札
幌

市
ま
で
Ｊ
Ｒ
で
九
十
三
キ
ロ
。
北
に

羊
蹄
山
が
あ
り
、
そ
の
裾
野
の
海
抜

二
〜
三
百
メ
ー
ト
ル
の
台
地
に
あ
る
。

そ
の
地
味
肥
沃
な
台
地
は
、
畑
作

に
適
し
た
土
壌
か
ら
な
り
、
農
業
が

主
た
る
産
業
の
純
農
村
地
帯
で
あ
る
。

農
産
物
と
し
て
は
、
食
用
ゆ
り
根

が
生
産
量
全
国
一
で
、
じ
ゃ
が
い
も

と
と
も
に
全
国
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
村
内
に
で
き
た
フ
ラ
ン
ス

料
理
店
が
観
光
名
所
と
し
て
人
気
を

集
め
た
こ
と
で
、
他
町
か
ら
中
華
料

理
店
や
蕎
麦
屋
、
パ
ン
屋
等
の
出
店

が
相
次
ぎ
、｢

食
の
街｣

と
し
て
知

ら
れ
て
き
て
い
る
。

陰
能
会
長
は｢

村
の
人
口
増
に
直

接
繋
が
る
か
ど
う
か
は
こ
れ
か
ら
の

課
題
。
新
規
参
入
店
と
既
存
の
店
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
必
要｣

と
語
っ
た
。

◇

真
狩
村
商
工
会
は
会
員
数
七
十
四

名
。
高
齢
化
問
題
等
に
悩
み
な
が
ら

も
部
会
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
、

活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
八
月
の

｢

お
盆
お
楽
し
み
祭
り｣

を
会
員
だ

け
で
設
営
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
ほ

か
、
収
益
事
業
と
し
て
、
公
営
温
泉

な
ど
の
受
託
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
中
心
市
街
地
再
整
備
事
業
で
は
、

車
を
運
転
で
き
な
い
高
齢
者
の
た
め

の
点
在
型
商
店
街
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。

会
長
は｢

郡
部
の
市
街
地
再
整
備

は
、
行
政
だ
け
で
は
困
難
。
高
齢
者

等
の
考
え
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
各

業
界
・
団
体
等
と
の
連
携
を
い
か
に

強
化
し
て
い
く
か
が
重
要
だ
が
、
一

人
が
複
数
団
体
等
の
長
を
兼
務
す
る

場
合
が
多
く
難
し
い
。
商
工
会
役
員

は
、
今
ま
で
以
上
に
一
丸
と
な
っ
て
、

街
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
だ｣

と

語
っ
た
。

昭
和
ト
ラ
ッ
ク
㈱

虻
田
郡
真
狩
村
字
真
狩
四
十
の
八

一
般
区
域
貨
物
自
動
車
運
送
業

建
設
業
・
産
業
廃
棄
物
処
理
業

昭
和
三
十
三
年
創
業
。
同
五
十
年

に
先
代
社
長
か
ら
事
業
を
引
き
継
ぎ
、

現
在
に
至
る
。

各
種
事
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
公

共
事
業
縮
小
の
中
、
後
継
者
と
共
に

事
業
の
多
角
化
に
向
け
て
努
力
し
て

い
る
。
資
本
金
一
千
万
円
、
従
業
員

十
四
名(

乗
務
員
十
二
名
、
事
務
員

二
名)

6
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道
商
工
連
で
は
、｢

平
成
十
七
年

度
商
工
会
地
域
特
産
品
等
販
路
開
拓

支
援
事
業
展
示
・
商
談
会｣

を
三
月

七
日
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

し
た
。

同
展
示
・
商
談
会
は
、
商
工
会
地

域
の
む
ら
お
こ
し
事
業
等
で
開
発
さ

れ
た
地
域
特
産
品
を
展
示
。
流
通
業

者
や
消
費
者
を
招
待
し
、
試
飲
・
試

食
等
に
よ
り
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

と
と
も
に
、
商
工
会
地
域
の
製
造
業

者
等
と
流
通
業
者
と
の
仲
介
を
行
い

地
域
特
産
品
の
販
路
拡
大
を
目
指
す

も
の
。
平
成
元
年
度
か
ら
毎
年
実
施

し
、
今
回
で
十
七
回
を
迎
え
た
。

今
年
は
、
十
九
商
工
会
か
ら
二
十

六
企
業
が
参
加
、
農
畜
産
加
工
品
・

水
産
加
工
品
等
の
特
産
品
百
二
十
七

点
を
展
示
、
流
通
関
係
者
は
二
十
六

社
五
十
五
人
、
消
費
者
協
会
等
三
十

一
人
の
来
場
が
あ
っ
た
。

会
場
内
で
は
、
出
展
業
者
が
流
通

関
係
者
や
消
費
者
に
特
産
品
の
説
明

や
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
、
二
社
で

商
談
が
成
立
、
見
積
依
頼
や
百
貨
店

の
物
産
展
示
へ
の
参
加
等
依
頼
の
あ
っ

た
企
業
を
含
め
る
と
延
べ
四
十
三
社

の
流
通
関
係
者
と
商
談
が
あ
り
、
大

き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
会
場
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
流
通
関
係
者
か
ら｢

全
体

的
に
値
段
が
高
い｣

等
価
格
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
や｢

道
産
食
材
、
無

添
加
商
品
が
と
て
も
増
え
て
お
り
、

大
変
良
い
こ
と
だ
と
思
う｣

ま
た
、

消
費
者
か
ら
は｢

道
産
食
材
に
こ
だ

わ
っ
た
、
し
っ
か
り
し
た
技
術
を
私

た
ち
は
応
援
し
た
い｣

等
の
励
ま
し

を
頂
い
た
。

〈
道
経
済
産
業
局
長
表
彰
〉

[

役
員
功
労
表
彰]

【
函
館
市
銭
亀
沢
】
▽
会
長
・
中
濱

八
郎
【
長
万
部
】
▽
会
長
・
岡
田
圭

一
【
留
寿
都
】
▽
会
長
・
石
川
博
義

〈
北
海
道
知
事
表
彰
〉

【
浜
益
村
】
▽
会
長
・
大
山
弘
行

【
広
尾
町
】
▽
会
長
・
武
田
孝
【
追

分
町
】
▽
会
長
・
堀
喜
代
衛
【
ニ
セ

コ
】
▽
会
長
・
樫
原
和
雄
【
枝
幸

町
】
▽
会
長
・
河
村
照
和
【
猿
払

村
】
▽
会
長
・
指
本
善
明
【
新
篠
津

村
】
▽
会
長
・
工
藤
信
夫
【
小
平

町
】
▽
会
長
・
横
山
徹
【
本
別
町
】

▽
会
長
・
岡
崎
勉
【
北
桧
山
町
】
▽

会
長
・
神
野
政
美
【
下
川
町
】
▽
会

長
・
夏
野
俊
一
【
羽
幌
町
】
▽
会
長

・
石
川
士
史
【
阿
寒
町
】
▽
会
長
・

金
山
泰
明

〈
道
商
工
連
会
長
特
別
表
彰
〉

[

貯
蓄
共
済
事
業
優
良
商
工
会]

▽
椴
法
華
商
工
会
▽
瀬
棚
町
同
▽
奥

尻
同
▽
島
牧
同
▽
小
平
町
同
▽
初
山

別
村
同
▽
陸
別
町
同

[

福
祉
共
済
事
業
優
良
商
工
会]

▽
長
万
部
商
工
会
▽
江
差
同
▽
瀬
棚

町
同
▽
上
ノ
国
町
同
▽
豊
富
町
同
▽

更
別
村
同
▽
厚
岸
町
同

〈
道
商
工
連
会
長
感
謝
状
〉

[

道
商
工
連
役
員
退
任
者]

▽
前
会
長
・
桜
彰
▽
元
副
会
長
・
金

丸
昭
▽
元
理
事
・
熊
谷
和
幸

[

道
青
連
会
長
退
任
者]

▽
元
会
長
・
江
本
浩
二
▽
元
会
長
・

早
田
健
▽
前
会
長
・
小
川
雅
勝

[

道
女
性
連
会
長
退
任
者]

▽
前
会
長
・
古
谷
広
美

[

道
職
員
協
会
長
退
任
者]

▽
元
会
長
・
川
瀬
善
治
▽
前
会
長
・

尾
山
達
夫
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道商工連は､ 道内商工会地域の平成17年度第４・四半期１－３
月期実績による ｢中小企業景況調査｣ の結果をまとめた｡
それによると､ 前年同期と対比した景気動向指数Ｄ・Ｉ (増加
・好転企業割合から減少・悪化企業割合を引いた指数) は､ 依然
として全業種 (製造・建設・小売・サービスの四業種) の全項目
(売上・採算・資金繰り・業況) にわたり好転傾向にはあるもの
の､ 減少・悪化企業が増加・好転企業を上回った｡
また､ 平成18年４月－６月期の見通しについては､ 前年同期と
比べて製造業は2.0ポイント､ 建設業は3.2ポイントマイナス幅が
拡大している反面､､ 小売業は4.7ポイント､ サービス業は7.0ポ
イントマイナス幅が縮小している｡
また､ 前期比においては､ 製造業が15.7ポイント､ 建設業が

18.2ポイント､ 小売業が7.9ポイント､ サービス業が11.3ポイント
と､ 全ての業種でマイナス幅が拡大している｡

◆業況天気図 (前期比)
業種

期 製造業 建設業 小売業 サービス業

平成17年度 １月～３月

４月～６月

７月～９月

10月～12月

平成18年度 １月～３月

４月～６月
(見通し)

DI値 100.0～50.1 50.0～20.1 20.0～0.0 △0.1～△20.0 △20.1～△50.0 △50.1～△100.0

表示
快 晴 晴 薄 曇 曇 雪 吹 雪
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第 19 号 ���������	
����� � � � � 平成18年５月１日 ( )

…
５
月
…

〈
石
狩
〉
◇
１
日

管
内
女
性
連
通

常
総
会(
札
幌
市)

◇
11
日

管
内

青
連
通
常
総
会(
札
幌
市)

◇
22
日

管
内
商
工
連
通
常
総
会(
札
幌
市)

◇
27
日

管
内
職
員
協
通
常
総
会

(

当
別
町)

〈
渡
島
〉
◇
13
日

管
内
職
員
協
通

常
総
会(

函
館
市)

◇
22
日

管
内

商
工
連
通
常
総
会(

函
館
市)

〈
桧
山
〉
◇
22
日

管
内
商
工
連
通

常
総
会(

江
差
町)

〈
後
志
〉
◇
22
日

管
内
商
工
連
通

常
総
会(

古
平
町)

〈
空
知
〉
◇
９
日

管
内
青
連
通
常

総
会(

岩
見
沢
市)

◇
10
日

管
内

女
性
連
通
常
総
会(

札
幌
市)

◇
23

日

管
内
商
工
連
通
常
総
会(

岩
見

沢
市)

〈
上
川
〉
◇
１
日

管
内
商
工
連
正

副
会
長
会
議
・
理
事
会
・
監
査(

旭

川
市)

◇
10
日

管
内
商
工
会
長
会

議(

鷹
栖
町)

◇
22
日

管
内
商
工

連
通
常
総
会(

旭
川
市)

〈
留
萌
〉
◇
24
日

管
内
商
工
連
通

常
総
会(

留
萌
市)

〈
宗
谷
〉
◇
10
日

管
内
女
性
連
通

常
総
会(

札
幌
市)

◇
12
日

管
内

青
連
通
常
総
会(

札
幌
市)

◇
18
日

管
内
商
工
連
通
常
総
会(

稚
内
市)

〈
網
走
〉
◇
12
日

管
内
青
連
通
常

総
会(

札
幌
市)

◇
24
日

管
内
商

工
連
通
常
総
会(

札
幌
市)

〈
胆
振
〉
◇
10
日

管
内
女
性
連
通

常
総
会(

札
幌
市)

◇
11
日

管
内

青
連
通
常
総
会(

札
幌
市)

24
日

管
内
商
工
連
通
常
総
会(

札
幌
市)

〈
日
高
〉
◇
９
日

管
内
青
連
通
常

代
議
員
会
◇
24
日

管
内
商
工
連
通

常
総
会

〈
十
勝
〉
◇
23
日

管
内
商
工
連
通

常
総
会
・
正
副
会
長
会
議
・
理
事
会

(

帯
広
市)

〈
釧
路
〉
◇
９
日

管
内
女
性
連
通

常
総
会
・
正
副
部
長
等
リ
ー
ダ
ー
研

修
会(

釧
路
市)
◇
22
日

管
内
商

工
連
通
常
総
会(

釧
路
市)

〈
根
室
〉
◇
９
日

管
内
青
年
部
長

会
議
・
管
内
青
連
通
常
総
会(
中
標

津
町)

◇
23
日

管
内
商
工
連
通
常

総
会(

中
標
津
町)

…
６
月
…

〈
桧
山
〉
◇
３
日

管
内
職
員
協
通

常
総
会(

せ
た
な
町
北
桧
山
区)

◇

24
〜
25
日

管
内
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部

員
研
修
会

〈
後
志
〉
◇
９
日

管
内
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
部
員
研
修
会(

神
恵
内
村)

〈
空
知
〉
◇
３
日

管
内
職
員
協
交

流
会
・
通
常
総
会(

奈
井
江
町)

◇
24
日

管
内
商
工
会
青
年
部
親
睦

交
流
事
業(

新
十
津
川
町)

〈
上
川
〉
◇
３
日

管
内
職
員
協
通

常
総
会(

旭
川
市)

〈
留
萌
〉
◇
２
日

管
内
職
員
協
通

常
総
会(

苫
前
町)

３
日

管
内
職

員
協
親
睦
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン(

苫

前
町)

〈
宗
谷
〉
◇
10
日

管
内
職
員
協
通

常
総
会(

稚
内
市)
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